
昨年３月に発生した東日本大震災により、
多くの尊い命が失われるなど、甚大な被害が発生しました。
一方、本市では、昨年１月の新燃岳の噴火による降灰に伴い、
家屋や農作物への被害が発生。土石流災害への警戒が長期間に及びました。
こうした、いつ起こるか分からない自然災害への備えが今、重要視されています。
◎問い合わせ　危機管理課　☎ 23－2129

■
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

　

早
め
の
情
報
収
集
が
大
切

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど
、
雨
の

多
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
自
然
災
害
が

予
測
さ
れ
る
と
き
は
、
防
災
行
政
無
線

や
市
の
広
報
車
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
防
災
情
報
、
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情

報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
都
城
な
ど

で
必
要
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

避
難
所
の
地
図
や
開
設
状
況
、
河
川
の

水
位
、
交
通
規
制
や
通
行
止
め
な
ど
の

情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

■
一
瞬
で
命
を
奪
う
土
砂
災
害

毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
崖
崩
れ

や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災

害
で
、尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
土
砂
災
害
危
険
箇
所
で
は
、
い
つ

災
害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
強
固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
な
ど
で

対
策
を
し
て
い
て
も
、
全
て
の
土
砂
災

害
を
防
げ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
、
自
分
た
ち
の
避
難
場
所
を
確
認

し
て
お
き
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
土
砂
災
害
の
前
触
れ
に
注
意

在
宅
中
、
裏
山
な
ど
で
土
砂
災
害
の

前
触
れ
に
気
付
い
た
と
き
は
、
直
ち
に

安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
、
市
役
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

崖
崩
れ　
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
沢

や
井
戸
の
水
が

濁
っ
た
り
、
斜
面

か
ら
水
が
噴
き
出

し
た
り
し
ま
す

●�

土
石
流　
山
鳴
り
や
立
ち
木
の
裂
け

る
音
、
岩
の
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が
聞

こ
え
ま
す
。
ま
た
、
雨
が
降
り
続
い

て
い
る
の
に
川
の

水
位
が
下
が
っ
た

り
、
急
に
濁
っ
て

流
木
が
混
ざ
り
始

め
た
り
し
ま
す
。

土
臭
い
に
お
い
が

し
ま
す

●�

地
す
べ
り　
崖
か
ら
の
水
が
濁
っ
た

り
、
崖
に
亀
裂
が

入
っ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
小
石

が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落

ち
て
き
ま
す

自
然
災
害
へ
の
備
え
を！

写真：平成 22年７月の豪雨災害（山田町中霧島）
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避
難
所
に
避
難
し
た
と
き
は
、
次
の
７
つ
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

少
し
で
も
過
ご
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、
お
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

守
ろ
う
！  

避
難
所
生
活
の
ル
ー
ル

施設の名称 所在地 連絡先
中央公民館 姫城町 7―8 24-5969
総合社会福祉センター 松元町 4-17 25-2123
小松原地区公民館 大王町 29‒6 24-1900
東小学校 上東町 11-20 22-3481
祝吉地区公民館 郡元一丁目 1-4 23-2890
水道局 下川東三丁目 3235 23-4510
早水公園体育文化センター 早水町 3867 24-6454
五十市地区公民館 五十町 2284 23-2184
長寿館 鷹尾三丁目 4523-2 26-0114
横市地区公民館 南横市町 3925-3 25-2257
勤労身体障害者
教養文化体育施設
（サン・アビリティーズ都城）

都原町 3369 25-2018

沖水地区公民館 太郎坊町 1839-1 38-1033
志和池地区公民館 上水流町 1536 36-0519
乙房小学校 乙房町 1707 37-0706
庄内地区公民館 庄内町 12692 37-0888
吉之元小学校 吉之元町 4518 33-1800
西岳地区体育館 高野町 2916 －
旧夏尾保育児童館 夏尾町 5430-2 －
西岳小学校 美川町 2928 33-1602
西岳中学校 美川町 2927 33-1601
夏尾小学校 夏尾町 6644 33-1802
梅北小学校 梅北町 4687 39-4195
中郷地区市民交流センター 安久町 6623 39-0121
永野営農研修館 山之口町山之口 1539-4 －
山之口多目的研修センター 山之口町山之口 3261-3 57-3377
山之口勤労福祉センター 山之口町花木 1934-1 57-3111
高城原ふれあいスポーツ館 高城町大井手 2025-1 －
高城勤労青少年ホーム 高城町桜木 1962 58-4887
高城老人福祉館 高城町穂満坊 303-2 58-3279
高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊 2492 58-5514
石山体育センター 高城町石山 1109-3 58-5511
高城農村環境改善センター 高城町有水 2986-1 59-9955
高城多目的研修集会施設 高城町四家 1131-3 55-1144

山田総合福祉センター
（けねじゅ苑） 山田町山田 4319-2 64-2200

縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬 1823-3 62-0319
笛水小中学校体育館クラブハウス 高崎町笛水 959　 62-0539
高崎福祉保健センター 高崎町大牟田 1340-3 62-4411

①�

避
難
者
情
報
の
登
録

�　

�

避
難
者
の
情
報
を
家
族
単
位
で
把
握

す
る
た
め
、
避
難
者
カ
ー
ド
に
必
要

な
情
報
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

②�

避
難
所
運
営
へ
の
協
力

�　

�

避
難
所
は
、
地
域
で
利
用
す
る
防
災

拠
点
で
す
。
避
難
生
活
が
長
期
に
な

る
場
合
に
は
、
当
番
に
参
加
す
る
な

ど
避
難
所
運
営
に
協
力
し
ま
し
ょ
う

③
事
務
室
な
ど
の
利
用
制
限�

　

�

事
務
室
や
調
理
室
な
ど
、
避
難
し
て

い
る
み
ん
な
で
利
用
す
る
部
屋
は
、

個
人
的
な
利
用
は
で
き
ま
せ
ん�

④
食
料
や
生
活
物
資
の
配
給　

　
�

食
料
や
生
活
物
資
の
配
給
は
、
次
の

通
り
行
い
ま
す　

【
風
水
害
の
場
合
】

●�

１
晩
程
度
の
避
難
の
場
合
は
、
自
分

で
３
食
分
程
度
の
食
料
や
毛
布
、
タ

オ
ル
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●�

避
難
生
活
が
長
時
間
に
及
ぶ
場
合

や
、
強
い
風
雨
が
２
晩
以
上
続
く
場

合
は
、
市
が
必
要
に
応
じ
て
非
常
食

や
物
資
を
準
備
し
ま
す

※�

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

た
場
合
は
、
別
途
対
応
し
ま
す

【
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】　

　

生
活
物
資
は
家
族
ご
と
に
配
給
し
ま

す
。
原
則
、
全
員
に
配
給
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
は
配
給
し
ま
せ
ん
。

⑤�

仮
設
公
衆
電
話
な
ど
の
利
用

　

�

仮
設
公
衆
電
話
な
ど
が
設
置
さ
れ
た

場
合
は
、
緊
急
性
の
高
い
用
件
の
場

合
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
災
害
時
は

電
話
回
線
が
込
み
合
う
た
め
、
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
活
用
を
お
願
い

し
ま
す

⑥�

ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
は
禁
止

　

�

地
域
全
体
で
利
用
す
る
た
め
、
犬
や

猫
な
ど
を
、
室
内
（
建
物
内
）
に
持

ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

�

⑦
喫
煙
の
制
限

　

�

喫
煙
は
、
所
定
の
場
所
以
外
で
は
禁

止
し
ま
す
。
ま
た
火
の
取
り
扱
い
も

厳
禁
で
す

■都城市の指定避難所「一次避難所」
（平成 24年５月現在）

※�一次避難所は、台風など段階的に災害の発生が予想される場
合に、優先して開設する避難所です。二次避難所については、
市のホームページや防災マップで確認してください
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住
民
が
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て

て
、
地
域
の
安
全
を
守
る
自
主
防
災
組

織
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
が
も

た
ら
し
た
壊
滅
的
な
被
害
に
よ
り
、
自

治
体
の
持
つ
機
能
の
全
て
が
ス
ト
ッ
プ

す
る
市
町
村
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
行
政
や
消
防
、
警
察
な

ど
が
災
害
対
策
に
時
間
を
要
し
十
分
に

機
能
し
な
い
中
、
地
域
の
実
情
を
知
る

自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
は
、
身

近
な
情
報
や
市
役
所
な
ど
か
ら
の
伝
達

事
項
を
い
ち
早
く
地
域
住
民
に
知
ら
せ

た
り
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
的
確
に

地
域
住
民
を
避
難
さ
せ
た
り
す
る
活
動

を
担
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
さ
せ

る
た
め
、
地
区
ご
と
の
避
難
場
所
や
災

害
時
要
援
護
者
な
ど
を
ま
と
め
た
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
組
織
も
あ
り

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
基
本
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
意
識
。
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合

う
な
ど
協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
を
守
る
！

自
主
防
災
組
織

自分の身は自分で守り、家
族の命は家族で守るという
考え方です。普段から災害
に関する正しい知識を身に
付け、災害に備えましょう。

個人や家族の力だけでは解決
が困難なことを、住民や事業
所、ボランティアの人たちが
自主防災組織を結成するなど
地域で協力して行います。自
分たちの地域は、自分たちで
守るという考え方です。

◦住宅の耐震・耐風補強
◦家具などの転倒防止処置
◦非常持ち出し品の準備　など

◦地域内の防災（安全）点検
◦防災知識の普及・啓発
◦防災訓練の実施　など

◦災害予防事業
◦防災体制の確立
◦防災用品の備蓄　など

◦自分や家族の安全確保
◦初期消火
◦出口の確保
◦避難
◦自主防災組織活動参加　など

◦情報収集伝達
◦消火活動
◦避難誘導
◦救出・救助
◦避難所生活の運営　など

◦災害情報などの収集・伝達
◦避難所の開設・運営
◦救出・救助活動
◦仮設住宅の建設
◦災害復旧活動　など

個人や地域の力では解決できな
いことは、市町村、消防、警察、
自衛隊など、公的機関が行いま
す。災害時の「公助」には、限
界があるので、普段から「自助」

「共助」の充実を図っておくこ
とが重要です。

自主防災
自助

自助
平
常
時

災
害
時

公助

公助

共助

共助

災害全般・災害救助資金
融資制度に関すること 危機管理課　　　　☎ 23-2129

水道（断水）など 水道局　　　　　　☎ 23-4510

停電に関すること ㈱九州電力都城営業所
　　　��　　　☎ 0120-986-705

避難所に関すること 生活文化課　　　　☎ 23-7180

都市ガスに関すること 宮崎ガス　　　　　☎ 38-7500

災害時要援護者に関すること 福祉課　　　　　　☎ 23-2980

道路被害に関すること 維持管理課　　　　☎ 23-2752
都市計画課　　　　☎ 23-2762

道路交通情報
道路交通情報センター
　　　　　 �☎ 050-3369-6645
　携帯電話専用（＃8011）

ごみ回収に関すること 環境業務課　　　　☎ 24-5560

浸水家屋の消毒に関すること 環境政策課　　　　☎ 23-2130

災害見舞金に関すること 福祉課　　　　　　☎ 23-2980

り災証明に関すること 危機管理課　　　　☎ 23-2129
各総合支所地域振興課

電話に関すること NTT　　　　　　　��☎ 113

■災害時の主な問い合わせ先

42012.5



消
防
団
は
、
自
ら
の
仕
事
を
持
ち
な

が
ら｢

自
分
の
住
む
地
域
は
、
自
分
で

守
る｣

と
い
う
精
神
の
も
と
に
活
動
す

る
人
た
ち
を
団
員
と
す
る
、
消
防
機
関

の
一
つ
で
す
。
そ
の
活
動
は
、
地
域
の

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

都
城
市
消
防
団
に
は
１
、３
４
８
人

の
団
員
が
所
属
し
て
い
て
、
火
災
時
の

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
の
人

■
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
メ
ー
ル

　

こ
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
は
、
宮
崎
県

の
発
信
す
る
気
象
情
報
や
各
種
防
災
・

防
犯
情
報
の
ほ
か
に
、
災
害
時
に
市
の

発
信
す
る
次
の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

●�

避
難
準
備
情
報

●�

避
難
勧
告

●�

避
難
指
示

●�

避
難
所
の
開
設
状
況

●�

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報

●�

火
災
発
生
情
報

●�

そ
の
他
の
重
要
災
害
情
報

　

登
録
方
法
は
、
携
帯
電
話
ま
た
は
パ

ソ
コ
ン
か
ら
宮
崎
県
防
災
・
防
犯
情
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

https:�//�www.�fastalarm
.jp/m

iyazaki/

ま
た
は
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス

し
て
、
免
責
事
項
に

留
意
の
上
、
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
県
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
８
５‒
26‒
７
０
６
６

災
害
時
に
活
躍

す
る
消
防
団

最
新
情
報
の

入
手
方
法

命
救
助
や
応
急
救
護
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
平

常
時
に
は
地
域
住
民
に
対
す
る
防
火
・

防
災
意
識
の
普
及
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
女
性
消
防
団
員
15
人

も
活
動
し
て
い
て
、
広
報
活
動
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
訪
問
を
は
じ
め
、

防
火
指
導
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
き

め
細
か
な
視
点
を
生
か
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
市
内
に
居
住
す
る
18
歳

以
上
の
健
康
な
人
な
ら
誰
で
も
入
団
で

き
ま
す
。
地
域
の
力
と
な
り
た
い
人
、

活
動
し
て
み
た
い
人
は
ぜ
ひ
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自然災害への備えを！

消防団長に聞きました
都城市消防団は、平成 18
年の合併から連合制により運
営していましたが、今年１月
をもって統合しました。今後、
市民の皆さんから信頼される
都城市消防団として、結束を
固めたいと思います。また、
台風や大雨などをはじめ、

　　　　　　　　　　　いつ起こるか分からない自然
災害に対しても、市民の皆さんの生命、身体、財産
を守るため、団員の消防技術の向上と心身の鍛練に
努めていきたいと考えています。

新入団員に聞きました
４月に都城市消防団高城方
面隊に入団しました。火災は
もちろん、台風や大雨、地震
などの災害時に迅速な初動体
制がとれる消防団は、地域に
とってなくてはならない存在
です。これから少しでも地域
の安全と防災に貢献できるよ

　　　　　　　　　　　う頑張ります。

莫
あぐ

根
ね

秀春�さん

田村智之�さん

インタビュー

■
携
帯
電
話
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

災
害
時
に
、
基
地
局
圏
内
に
い
る
人

に
対
し
て
、
一
斉
に
防
災
情
報
な
ど
を

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
携
帯
電
話
向
け

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
登
録
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
対
応
し
て
い
な
い
機
種
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
や
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
新
防
災
行
政
無
線

　
（
同
報
系
無
線
）の
運
用
開
始

市
は
、
４
月
１
日
か
ら
、
市
内
の
土

砂
災
害
警
戒
区
域
や
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
、
新
燃
岳
噴
火
に
伴
う
降
灰
に

よ
る
土
石
流
防
災
区
域
の
避
難
対
象
区

域
、
小
中
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
に
戸

別
受
信
機
を
設
置
し
、
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
後
、
大
雨
な
ど
に
よ
り

土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
発

表
さ
れ
た
場

合
、
避
難
準

備
情
報
な
ど

が
迅
速
に
伝

え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。

QR コード
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市
で
は
、
三
股
町
お
よ
び
市
郡
医
師
会
と
と
も
に
、

平
成
26
年
度
中
の
開
院
に
向
け
て
、
市
郡
医
師
会
病
院
、
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
、

健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
一
体
的
な
移
転
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
し
い
医
師
会
病
院
な
ど
は
、
３
つ
の
施
設
を
一
つ
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

３
施
設
の
連
携
を
強
化
し
、
広
域
的
な
高
次
救
急
医
療
拠
点
と
し
て
の
機
能
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
建
築
の
基
本
設
計
に
基
づ
く
施
設
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

経
営
戦
略
課　

☎
23

−

２
１
１
５

新
し
い
市
郡
医
師
会
病
院
な
ど
の

基
本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た

移転整備後の市郡医師会病院・救急医療センター・健康サービスセンターの完成予想図

サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
に
基
づ
く
「
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
」

新施設の概要
◦延床面積　　17,877.68㎡
◦建物構造　　鉄骨造り（免震構造）
◦建物規模　　地上５階建て
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
１階：救急医療、外来、検査部門など
２階：手術、集中治療、健診部門など
３・４階：病室
５階：機械室
屋上：ヘリポート

放射線部門

放射線
部門

救急医療部門 外来
部門

検査部門

内視鏡
部門 検査

部門
管理・
サービス
施設部門

栄養
部門

物品
管理

売店
医事
部門

薬剤
部門中央

待合
ホール

健康サービス
センター
研修ホール

▲
救急医療センター入口

救急部
入口▶

１階

手術部門

●

●

集中治療部門 健康サービスセンター
　　管理部門
　　検査部門

屋上庭園

管理・サービス
施設部門

化学療法部門
健康サービスセンター

健診部門

リハビリテーション部門

２階

病
室病

室

病室
病室

スタッフ
ステーション

スタッフ
ステーション病室

病室

病室

●●

３・４階
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新
施
設
の
３
つ
の
特
長

①
免
震
構
造
で
地
震
に
対
応

　

新
し
い
施
設
は
、
最
新
の
免
震
構
造

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

免
震
構
造
と
は
、
地
面
と
建
物
と
の

間
に
免
震
装
置
を
入
れ
る
こ
と
で
、
建

物
へ
伝
わ
る
揺
れ
を
減
ら
す
構
造
で
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、

多
く
の
医
療
機
関
も
被
災
し
、
そ
の
中

で
い
ち
早
く
医
療
機
能
を
回
復
し
た
病

院
の
多
く
は
、
免
震
構
造
の
建
物
で
し

た
。
免
震
構
造
以
外
の
病
院
で
は
、
建

物
は
地
震
に
耐
え
て
も
、
医
療
機
器
な

ど
が
散
乱
し
た
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
大
型

医
療
機
器
は
脱
落
し
た
り
す
る
な
ど
の

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
訓
を
生
か
し
、
新
施
設

は
免
震
構
造
を
取
り
入
れ
た
災
害
に
強

い
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

②�

広
域
的
な
救
急
医
療
拠
点
施
設

　

と
し
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

　

４
月
18
日
か
ら
、
宮
崎
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
合
わ
せ
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医
療
機
器
を
装

備
し
、
医
師
や
看
護
師
が
搭
乗
し
て
救

命
医
療
を
行
う
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
す
。

　

新
し
い
医
師
会
病
院
で
は
、
屋
上
に

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
連
携
し
た
救
急
医
療
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
で
、
広
域
的
な

高
次
救
急
医
療
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

都
城
北
諸
県
圏
域
唯
一
の
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
、
さ
ら
な
る
機
能
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

③�

診
療
科
目
や
病
床
数
を
充
実

　

現
施
設
の
診
療
科
目
（
内
科
、
循
環

器
科
、
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
小
児
科
、

放
射
線
科
、
消
化
器
内
科
、
麻
酔
科
、

形
成
外
科
、
婦
人
科
）
に
加
え
、
骨
折

や
じ
ん
帯
損
傷
な
ど
の
け
が
を
治
療
す

る
整
形
外
科
を
新
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
従

来
の
内
科
、
外
科
、
小
児
科
の
診
療
体

制
を
維
持
し
ま
す
。

　

病
床
数
は
、
入
院
患
者
の
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
現
在
の

１
７
２
床
か
ら
増
床
し
、
２
０
０
床
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

一般社団法人日本免震構造協会ホームページより

ドクターヘリ

開院までの工程
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

用地造成などの工事
（１工区・２工区）

建 築 設 計

建 築 工 事 な ど

開 

院

整備予定地位置図（太郎坊町 1364-1 ほか）

免 震 構 造 と は

今
後
の
事
業
工
程

　

現
在
、
医
療
施
設
を
建
設
す
る
用
地

の
造
成
工
事
や
そ
れ
に
伴
う
道
路
改
良

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
建
築
設
計
を
引
き
続
き
進

め
、
平
成
24
年
度
～
26
年
度
に
か
け
て

建
築
工
事
な
ど
を
行
い
、
平
成
26
年
度

中
の
開
院
を
目
指
し
ま
す
。

免震装置によっ
て揺れを吸収す
るため、建物に
伝わる揺れが少
なくなり、家具
などが倒れにく
くなります。
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